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創砂にあたって
念願の「I. Pワークショップ創刊号」が完成した。

田中博美

思えば、 「会報を作ろう」と提案してみたものの、実現するとは正直いって思ってなかっ

たが、優秀なスタッフが自発的に集まり、白熟した議論を展開し、舵をとってくれた。

この会報は、編集スタッフの尽力と神山さん、不破さんをはじめとする協会の方のご理解

があったからこそ完成したのであり、みなさんには言葉では言い表せないほど感謝してい

る。

「I. Pワークショップ」とは、昨年私たちパークレンジャーの指導にあたって下さっ

た、大沢さんに付けていただいた。 「L Pワークショップ」のねらいは、

1.パーク レンジャー同士、また協会の方とパークレンジャーの親睦を深める。

2.事務事項等の情報伝達

3.イベントの活動報告や感想

4.学習や討論の場

5.広報

6.娯楽

などであるが、いずれは、外部へ広報の一端となるように育ててゆきたいという野望があ

る。しかし、私個人が、現時点で最も重視していきたいのは、パークレンジャー同士の親

睦という点である。

パークレンジャーが大阪府緑化・環境協会に発足して、 2年目に突入するが、本年度は

2期生1 9名も加わって新しいパークレンジャー活動が求められている。パークレンジャ

ーを中心としたイベントの企画・運営、森の工作館での常駐、そして「I. Pワークショ
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ップ」の作成などであるが、パークレンジャーというものが試行錯誤を繰り返し、 「大阪

府緑化・環境協会にパークレンジャーありき」といわれるようになるためには、やはり2

年目の活動、特にこの会報作りが大きく関わってくると思うのである。だから、 「小さな

コストと大きな野望」をもって「I. Pワークショップ」を育てていきたいと思っている

のである。

現在のパークレンジャーが全員勇退しても、この会報が後のパークレンジャーに受け継

がれ、存続していることを望んでいる。そして、私たちの初志を貫き、外部向けの広報誌

として私たちの目に触れたら、私はそのとき初めて初代編集長の肩の荷を下ろすことがで

きるだろうと思っているのである。
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「パークレンジャーとともに!」 大阪府緑化・環境協会 神山鈴生さん

このたび、パークレンジャーの会報をっくるということで、私にも執筆依頼があり何を

書こうかと原稿用紙向かった今日は5月2 3日、ふと思いおこせば…

パークレンジャーとの初めての出会いは、ちょうど1年前の平成5年5月2 3日でした。

この日が何の日であったかは、 1期生の皆さんの中には記憶にある方もおられると思いま

すが、府民の森パークレンジャー1期生の選考のための面接日だったのです。

私は、面接委員という立場上、堅苦しい質問に終始したのですが、皆さんの回答からは、

初々しさと熱気がヒシヒシと伝わってきたことを語憶しています。

長々とした前段となりましたが、私自身この1年振り返って、 l期生の急激な変化に驚

かされています。

というのも、面接時の印象が相当強く、その後は、イベント当日顔をあわす程度でレン

ジャー個々に話をしたり、行動を共にすることもなく、今年度に入っても、正直、顔と名

前が一致しにくい人もいました。しかし、どういうわけか前任者が4月から消えてしまい、

パークレンジャーとの関わりが急速に増えて、今突然の皆さんの成長ぶりに驚きをもって

いる今日この頃です。 (確かに偉大な指導者不破解説員と今はなき大沢氏の功績は偉大で

あると思いますが)これぽっかりは、個人の固い意志と情熱と地道な努力がなければどう

しようもありません。

話は突然かわりますが、私はマラソンをやっていた時期があります。 (もちろん趣味で)

フルマラソン(4 2. 1 9 5km)を完走しようと思えば、充分な練習と適切なペース配分

が必要です。これがなければ、志なかばで必ず挫折します。私は、一時期サブ・スリー

(フルが2時間台で走れること、一般ランナーにとっては、ひとつの目標)を目指してい

て、ある大会(ホノルル)に、参加したのですか、その直前までほとんど練習していなか

ったことも気にせず、当日は体調もよく快調にとはし3 0kmを過ぎた時点で、今日こそは

と思ったのですか、その後、突然足が前へでなくなり、惨めな思いでゴールしたことがあ

ります。原因はオーバーペースと練習量にあることは明らかでした。
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レンジャーの活動をマラソンに例えると、今回2年目をむかえた1期生の皆さんは、過

去1年間でフルを走るに十分な走り込みを積んだのではないかと思います。これからのl

年間、ペースを間違えず(オーバーぺ葛スにならずに)完走をめざして下さい。

また、 2期生の方は、この1年充分な練習と先輩のぺ-ス配分をぬすんで下さい。

私も、パークレンジャーの皆さんとともに、一歩づっ走り込んでいきたいと思いますので、

ご協力よろしくお願いします。

最後になりましたが、来年度は、クロスカントリーとイベントを合体したような企画を

組みたいと思いますので、賛同者は今から走り込みを積んでおいて下さい。

一因冒
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P a r t l

信野比佐

このコーナーでは、今年大酒顕が期待される 
名前田中†彊 (小才)す 

パークレンジャーの紹介をします。 

事 三三三∴二∵三言 ③け人相辛味中る人面二男か。 

皆さんにはこんな質問に答えて頂きました。 

① あなたは何に似ていますか? 
② あなたのチャームポイントはどこですか? 
⑨ 自己P鼠をどうぞ…‥。 

‾ようしくす願出琴 と 

名前宮崎春巻 (鱗木) 名前富野伝琴 (卒才) 

職業草堂 職業会社・貴 

①庇がすすちとか・-青函か・・・。 ①外人(・・・つ時、乱すl請う両でわ咋言 

②禾療養琵 ②辛の塙が存vi。 

③′小物で作る卯†一大吟舌十和、,ナすか二 ③これ毎私捉l叛は丸く。 

毎印し巧p 

名前相木 紹イン (28が 名前信特じ坤丘 (伊方) 

職業去萌 ①あ柑l目。対く申-ムすす拐巧? 

職業会わ買 

①かI相 

②疋重摘(ち最出てい諦・・・・も) ②諺竹も声邑 
③とっても、丁卦磨れ-私拐星 ③仲良くしてでかど 

拐詐うしくみ願出ます。 

名前相好 碓井 (叩才) 
名前′上山粒ナ (卯才)、 

職業か○し′わけ班調和言\ ①私岬ヒ昌一か峠かセ巧い膿轟き 

…需品霧叩o ②対、与,姉-一箪・虐,す保や葉書… 
いヽ ③排て弛匝一価押おし巧。 ③盤蔦音詩や豊島相弔 
自制串ケーtう再圧縮弾巧。 計れ吋へ耐乏に嫁びl÷さそって下かl。 

名前吉田把お手● (2b才) 

(叫才)ら 三三三三三三三 ②優しで男手や高子・巧。 

職業会わ景 
① 父方ク祖父 

② 朴の瘍ちフ非にくれ-がら庫-’。 

③しても浄「七草和一字かヾ、ちょ卓二 ③’航郁-う、守惇直言と垂打て-′巧。 

点軽くしても㍗ヽ癌一昔中巧具 紅下す吊トぎー昭一非丁市塙j′ 



名前 泉称泳者 (2〇第 名前 出口 タ堕す (21才) 

職業萄至 拐両神′串くト{藍。 職業 嘗圭 

①“来車充塙あら∴′震われも. ①白姉いや印ピ鍾木部里とも塙。 
② ふっといまやげ’l ② さわやか 

③灼宰兎でけ研一旬や・I7)両種椿謹秦も宅 ③ちゃ埴して鳴りだがどこか扱中{′う。 

レ担すず--も宛く耶く宮西命令 し、パー的かテ方が牽き塙もo 

名前 石繚野ナチつ号 (乃才) 
名前 西村精仁 (巧才) 

職業 サうり一マン 職業 和ラフo叩リ7 

①もう千一・′チ∴∴〉叶う十ナマン埴l? 
① しう丁子一口っ。 

②S仇以しかだ? ② Tまれだろう。...、? 

③時々ボケもして鶴的γ推穣功o ⑧最重点坤乍って戸丘均『 

いろれ尊大晴しくまでし中一巧。 

名前 稲重言確論 (巧才) 名前開村萩任す (王イオ) 

職業草書 職業地方伝務鼻 
①わく(よくを季吟と言われる。) 

①コアラ・-・・軸窃七号く言われる八草o ②ひ孝人世ら中神ろ勅。壇三朝I手車 
②赤色いカミ 

③1朝叩原産極もよろしく. ③ラフ粒ヾ,糾て-I紡、、早舟Iと≒ゎ九㍍ 

2軸のサ尊さ久これからェうしく。 十干鴫和人!十簿Iン母子端二宿主 

護茂烹 バリ宣告’ 
名前小野智美 (王碕) 

職業蔦呈 
①手っ白うさす 

諾霊嵩露盤 
′ぐマ高ま 

②廟巧-みI㌍’て囲う毎へ。 

③あ膚l)玩出や差和1理 研丁尋一博-- 

鳥つ事lニSドロメ行こう五〇 宿す穐朴 ずれ。 
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まだほとんどお話をしたことがあ

りませんが、それぞれの紹介を見

ているとパワーのありそうな人が

いっぱい集まってるな一と思いま

せんか?これから一緒に活動する

のが、とっても楽しみです。いろ

んな事を、楽しみながら一緒にや
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名前中川 由利ろ (2ワオ) 名前を昏春雌 (21が 

職業撃ち 職業号や(専門営柄の 

…結晶盾栂温熱 ③ェ㌍い′7群発花組蔦珊瑚付鞘 

みねが叫手写 璽布津′。停車冨 

①ひちひ鳴坑木の葉 

②何萄葉しりろことか「事? 

③やっや)りん抗)真弓申-丁工。 

(置く補やと勘中 

名前久松々号

(互イオ) 職業渇望 

名前排卵脇 (糾す) 

職業みち乞ト 

① し亨ぐれ雲 ①頭上科すん 

②鳴き嫌いしけ。こし 

②偵しわ巧手やも ③拐骨即席ら享楽しこ手軽出て ③竜申、どうなで砺計り、、飾"と。:、ひさ品と 

暗記下か、〇 両がl診周られがう、皇重 
千か1ね。 

おお-マイバース咋サブうとこう帥八開でれ 

名前甫神佑和才 (曾〇才) 名前禍杵秀樹 (引オ) 

職業写(勧晴紫糾擬沼南重商ろ勝) ①拒ちかとわれ巧。不和がカり ②自疎Iニ討境「けりきり和上でお 

職業均を かこい・t肋の▼ 

①請水を 笹 船村
- 

②手の千言 ③直う圭利巧。 ③館写粛〇〇人鳴るかな?」で目榛にして-1巧〇・ 

牛坊牧コアIや申-な是非巧纏l二・・工 



謀殺才
(卵 名前邦吉明÷ (巧手) 

職業却明敏与 
①康清(寵希杯11れ ①うさぎ 

②撃坂祝0/ス ⑧筋が執章牽け.軌昨季也っ蹄序 

諸島翰江面†。 一里尊命壇高告知諭し丁Iヂしっとし手か 
やり手綱括均0おしくサ願い致し字か 

おしくサ願.いしまれ 

名前根顕司 (巧才) 名前岡本真申菜 (10が 

職業菅生(迫都営弼排発写) 職業一府サラリーマン 

①ラ毎紹lフ似て-事言軌申頼お ①舌○燥○○1二伸い㌍↓-われ啓弗お 
②坊、い目㊦ 芸っ弼仰句へ 

②年増圧清く軍需こて 
③憧椋匡弱れ-方巧。1八千等勿くり人と 

③存在耐持㌍l厚いのでI融点休7自こ 
計って孝和もI’ようしくみ願↓-し辛う。 

勧ロして再を暗闘してい手中、。 気晦に『蔀もワて呼人で’下車-0 

名前通も康チ (叫オ) 名前合し碕弘南 (ユろ才) 

器豊よく桝手刷、、、、。 

職業的転務貫 
① 人間 

②よく金串とこう(梯lニイ寝ろ弾傷き′…) 
② アポ.頂こう 

③今締lここフてしl十色両種類推 (′\一端A「の試し珂て巧。 

③言托し勘とう捉し一均がみ重りけ軟 

碑で楠-I小石ヤク丁子か、。 

名前大石奉も (2うが 

護整チ
(坤 

霧島豊フ岬 ①轟。手前目録も 

②ぉうやり行目(の ② でかいロ 

③一年間初回I巧九㌧ 評釈叫 
③’山勘、証啓が排だ妹巧。 

ヤ∵・そして賭噂があき正郎’可。 埼しく分院いし子年 

名前六度茄子桜井萄(研) …業霧三悪も- 

名前海容剛科 (I9才) 

職業専門営梅圭 

①かれい㌦Iス" ㌻r 

②かI勧毛と出っ歯か万か…。七 

③師熔接lニ塀昧舶I子年 ③いっつも察し圧とも拝して直毛詰り弓賞杯 

しI掠凋・私薙笠完羊。酋 そ人語亨頂平対す。 

名前棒を看 (ヶ巧) 名前森を堺一郎 (乞う才) 

職業引/勺← 
職業 循河 

①
三一アキヤ、!「 

①大開 ●●● 

㊧睦言巧千十・・、・本い足 

②讐-I姉と止をう丁子申・・・。 ③何十塙とリ卵-’事理烹して/鱒命 ③報って踊れろ草野 私的erI二印中。 

が畑守れ一発紹’挨しくみ願出巧0 
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く1軍閥をふ、)がん,て〉 稲垣裕治

「一年間の感想」 山本 僚子

パークレンジャーの活動としては、ずっと続けていくつもりでしたが、仕事の関係で、

一年間という短い期間しか参加できませんでした。しかし、一年すぎた今、自分なりに何

か得るものがあったのではないかと思います。それは、少しですが、自然への見方という

ものが、以前と変わったのではないかと感じられることがあります。今までは、きれいな

光景や花を見て、 「うわあ、きれい」 「すてき」などと、自然を見て、その時、自分の気

持ちが、心地よい気分になれたらそれで終わりということがほとんどでした。保母という

仕事の中でも「きれいねえ!」 「かわいいねえ」と、子どもと言葉を交わすだけで終わっ

ていたように思います。それが、パークレンジャーとして参加するようになってからは、

植物一つ一つの生命というものを、少しですが怒じながら自然を見ることができるように

なったのでは、と思います。現在、私は四月から、三才児の担任をもっています。園庭に

も様々な植物がたくさん咲いています。その中で、私のクラスは今、 『あさがお」と『イ

チゴ』を栽培しています。いつも私が、 「イチゴさん元気にしているかな」と気にかけて

いますと、いつになく子ともたちの方から「先生、イチゴさん赤くなってきたよ。ほら見

て」と私の手をグイグイ引っぼって見せてくれます。また、私が水をやっていると、 「○

○ちゃんもする」などといって自分から水をあげたりしています。気がつくと、今では、

子ども達自身が、植物の成長の変化に気づき、発見し、教えてくれるようになりました。

今まで植物などには、ほとんど興味を示さなかった子とも達が、少し自然に目を向けるき

っかけを作ったことで、今では、子とも達自身から、自然に触れ、喜びを感じているよう

に思います。そしてその中で、植物-つ一つが生きているのだということを知り、そして

自然を大切にする心を養ってくれればと思います。自然に対して関心を持つということは、

子どもはもちろんのこと、誰にでも自然に目を向けるきっかけというものが必要だと思い

ます。私もそのきっかけを子の活動を通して得ることができたように思います。

私はパークレンジャー活動としては、十分なことはできず、終わってしまいましたが、

その分、少しでも自分自身、得ることができたものを、子ども達に伝えることができたら

と思っています。レンジャーの皆様も、少しでも多くの人に、自然に目を向けるきっかけ

をつくっていってあげてほしいなあと思います。

そして最後に、活動を続けることができなくて一番残念に思うことは、せっかくたくさ

んの仲間とすぼらしい出会いができたのに、続けていくことができなかったということで

す。また、みんなで会う機会があれば、ぜひ声をかけてください。いつも皆様のご活躍を

応援しています。一年間どうもありがとうございました。

一一万一一



っれづれ一パークレンジャー各位 瀧川 陽子

この一年間、振り返ってみると本当に色々なことがありました。でも、実際にはあっと

いう間で、右往左往しているうちに過ぎていってしまったような気がしますo現在の私の

心境を言ってみると「もっと、たくさん活動したかった」のひとことに尽きます・・一年間

という短いレンジャー活動は依然として私の中に息づいていて、人と人、人と自然のパラ

ンスかないようであるようなかかわりを見ていきたいと望んでいます。研修やイベントを

通して学んだことは数多く、その中でも同じ目的や希望を持った人達に出会え、 -緒に活

動できたことは、私の-つの財産だと思っています。たった一年の活動で退会することに

ことになってしまいましたが、これからもずっと自然の中での活動は続けていくと思いま

す。 (結局私は野生児で終わるのだろうか…)一期の人も二期の人も以前よりももっと

パワフルな(うるさくってしょうがない?)パークレンジャー活動を目指して頑張ってく

ださい。一年間本当にありがとうございました。

p.s.むろいけその他で見かけても後ろからはりたおしたりせず、優しく声をかけ

て抱きついてください。あしからず

ー/7-



「パークレンジャーについて」 木下 幸恵

一年間パークレンジャーをさせていただき、たいへん有意義なときを過ごすことができ

たと思います。普段は遠い存在である自然に親しむことができ、動橙物に対する理解も深

まりました。また、子供達と接し、子供達の素直な.エロこ触れることができました。

ところで、これからは企画の段階からレンジャーがイベントを作り上げることになりま

すが、第一期の方々は昨年の経験を生かし、より楽しいイベントになるよう工夫し、また

第二期の方々もご自身の持っておられるアイデアをどんどん出して、お客さんが喜ぶよう

なイベントにしてください。企画では、アイデアを生み出すことは大変なことですが、そ

の分やりがいもありますし、お客さんの楽しそうな様子を見ると、やって良かったと実惑

できると思います。ぜひとも頑張っていただきたいと思います。

また、大阪府緑化・環境協会の方々、第一期パークレンジャーの方々にお世話になりま

した。昨年度はとても楽しい思いをさせて頂きました。どうもありがとうございました。

ー/8一
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磯野なつ子

4月9目、むろいけ園地に森の工作館がオープンしました。当日、パークレンジャーの

乗り合い自動車にはずれた私は四条畷からむろいけ園地までの送迎バスに乗りました。

乗って周りを見ると、目にする人はスーツ姿のおじさまばかりで、少し驚き、今日は大事

な日なのだと感じ、気分もなんとなくひきしまりました。

バスから下りるとまず、エプロン姿の大沢さんの姿が目にとびこんできました。それま

で知り合いの人とはだれも会っていなかったせいか、ああ、いつもの大沢さんだ-と嬉し

く思いました。

そしてカントリーバンドの演奏、式典が始まり、引き続いてちびっこネイチャークラフ

トが始まりました。今回は紙粘土でレリーフの壁かざりを作ることになっていました。

子供たちは本当に小さくてもそれぞれ個性がありました。おしゃべり好きな子、はにかみ

やの子、友達の作品が気になる子、じっと考え込んでなかなか出来上がらない子など様々

でした。その中で板いっぱいに色々なものを貼りつけていた女の子が印象的でした。

ねずみ、みみず、山、川、土、花などが小さい板の上にいっぱい肱がっていました。生物

の世界全体をつなげてちゃんと見ているなと感心しました。

子供と話したり、手伝いをしたりしているうちにあっという間に時間が過ぎ、子供たちは

笑顔で帰っていきました。

その次にすぐ午後のプログラムが始まりました。午後からは一般向けに’’竹で創ろう’’’’

ネイチャーコラージュ’’、 ’’樹で創ろう’’、自然の拓本’’、 ’’粘土で遊ぼう’’の5つのコ

ーナーが設けられました。私はネイチャーコラージュの担当でした。紙の上に花びらや葉

などを押し絵にするのです。その近くにあるものは限られたものであるのにみんなの想像

力は無限で次は何がでてくるのかとわくわくしながら見ていました。

この日は少し、寒い日でしたがのんびりと自分自身もコラージュを作ったり、拓本をした

りと楽しく遊びました。

星回り雪



「箕面さわやかウオーキング」 吉野公美

5月1 4日、みのおグリーンフェスタが行われた。日頃のレンジャーの行いが良かった

のか、良いハイキング日和となった。花博記念事業として整備された森には、他にも宝探

しや木工教室なども開かれ、かなりの賑わいだった。その中でレンジャーは、 「みのおさ

わやかウオーキング」の先導役をすることになった。 1 0-1 5分単位で1 0人ぐらいの

スカウト隊を連れて歩いたわけだが、朝から大変なことになっていた。というのも、朝の

挨拶の段階で、スカウト隊の人達がいやいや参加しているのか、目に見えて分かったから

だ。おまけに、団長までいいかげんな事を言いだす始末で、レンジャーの方はすでにプッ

ツンきていたようだった。私の班にいたっては、スカウト隊が出発の時間までに集合が間

に合わず、朝からだし、なし状態だった。そのかわりと言ってはなんだが、一般参

加者と交流できたのはよかった。小学生ばかりの集団や、老夫婦、親子連れなど、しんど

いコースのわりにはみなさんとても楽しそうだった。ゴール地点に至っては、つかれまし

たという声とともに、充実問にあふれた顔が一杯だった。完歩証をもらうとすごくうれし

そうにする子どももいたりして、私たちも朝一番の怒りから救われた様な気がした。

帰りのバス乗りばは行列ができる程で、ディズニーランドなみだ。これだけ大きなイベ

ントに参加させてもらったのは本当にはじめてだった。今回のことでおもったのは、公の

場での一人一人の行動がいかに大切か、ということだ。一部のスカウト隊の人がいいかげ

んな事をしてまうと、スカウト隊はあんな態度かと思わざるをえなくなってしまう。本当

はちゃんとした人が多いのだろうが、そんな風に見てしまいがちだ。どこで見られている

か分からないので、くれぐれも責任をもって行動したいと思う今日この頃である。
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環境教育学会第5回大会i n甲南大学 赤松良彦

ほんの 上 前の∴与戸口年・i与日 の∴ユ日間.甲南痔で

自存薬毒殊青草会の全国大会が布巾血ました。

日本環境放言学会としで簡単に説萌しますし 環境

教育の噛単為。奄戒や、.仝国名呼「∵現在∴益ん(こ

布巾中小、喜藤東萩葺の種族交丸干実積り蓄積

‾さ行うに卵こ1叩〇年に創立した㌢会です。

手合の全国入会高年に1度と当行めれてか与昨年-ま

掃竣大学で行掠れていきす
よっち十んこと

生な学会しこ今田。eつレンジ、ヤ二Y喬木公を在の薗漁

すう写せの白約着漬らトワつ上申日向e時由。下仁田が

(ヾネーし俵示ヒいう酌でI学会繋寂しました。

に鷹、描法そ雄鵬遷す翳か-[こ
轄lして一筆味が一あフて毛木丁もヤ’ってよ、、か布からない

なごの伸減車ものりきつせ。功し」ネ,トにつし、てク貨幣注。

投のゆ唇-ま 線化・轄壌協会に当日の要旨菜

か‾卵)却ので秀考にして<甘さl、。直壕和の戸申こ

弦。桂子で聞、、てくれても うれしいていす。

ち鴨訊こ学会の秀か看一言 窪)す00名.

学会常長毒薬. 、ま 約 し薬フ名∴でした。

PS 倦しまイ挫な痔生ビ.

冒園田星



投稿コ一手

めかしめん胸矩lく功…公卿て男汀…

%7摩駿河がヤ,1きた種レ三十が和み手筋連鋤ィ、

「弔うよ」と舌中、し仁俳離宮利的船中の叩、
小、エ布的瞬、も巧んこ小-リンカワシヨ二である

叫声日夜 中小卸 トゥIV′>̃」ゥルル̃

はい 乱れ。
「ぁつ中大んか介し幼帝ふ利くし1打かね揮り合板非

情、、賜」

「うんでうう壬・∴ぐみん互に連絡王事て.乃-く耶分力でしょう。

うん.そうレよへ ちチつと糸し林-、ヰ・布拒めカバ所長旬牢

し八時う至めれ、子的?痕肩、叩っ-㌢) に●ェね
_」

(老親耳ラか、衆しみ尊め力\しめん布陣卵\しめんの哲。中-く

もうル〇〇㌦で1三六二とくま言う打.抗い)

こんな勘羊在官諸で合葬相l招エフト

掴27臼セミナーし伶んの力、しめ申す制服誓て.-いざ、協俵屋

続へ心牌!! (希う汚くっ軽、チ萌して、直人lく軸、と小)

し和己“耶居中も柊机-て止す、中二弓

呑彼づん「循雑煮のうかめ。

パフ′\ワ八月\ク ′\Iいり

(卵\めん「らしIうI、硫′くり\7青1ろ正土木止叫!!裾

引くうらしうどうし弓子時し何て揮い揮う上」)

斤歌手ん「田重ん申、んし与力\、小心みて」

バワ/\7 /\7バク/\7′\7

イ司「背部〇

万破れ「竜洋重んやてく持て」

かレ恥「持回叫‾、いい方で笹口●“仕出膏再生

一之4- I



小声で、擁\し柄-ふ解殿-こ弔姫-くしてかう巨弾
紫辛1く秦小年、7 †二〇

めかしめんへ

鮪物との日立で頬切、丁栃村倭ラ王←解し二虐バク中
りちゃんより

助申:勅し事う在来7めかしめんはラ王吟べ巨とがで七五月\っ下

一一ノ÷-
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名栗後記
〆

捉ん五㌧セガな’-倹轍’動輪ことに高七縮

椴柄喉だった凍小圧印くけ時勺で!鳴く
甘く者で。セナ実在

ノ’ ‾、 I ノ、 I \「、二・しノヽ・ヽ\ヽ
4∴∴′

端緒鵠精霊需葦㌍細く
稲垣_加含

ラフいぅ)、、し>訪ってどおおにした写う?

購、峠で式事か法で頼津苦いでか主に、事ボ

本号くま し弓手ふよんドまうかなり・

樵-も、蜜こ

か当も中卒ませ信

$神

「会報を作ろう」と言い出した桜の季節は過ぎ去り、もうすっかり夏を感じさせる
日が続いています。

やっと「エ. P.ワークショップ」創刊号ができました。思っていたより大変でした

が、大沢さんもおしゃっていたように、これからもずっと続けていきたいです。そして
お嫁に出しても恥ずかしくないようなものを作りたいな。

最後になりましたが、ご協力頂きました大沢さん、神山さん、不破さんありがとうご
ざいました。レンジャーのみんなお疲れさま。

小山 紀子

-ユ7一



記念すべき初めての会報「エ. P.ワークショップ」ができました。

たくさんの人達の協力で会報ができたことをとても嬉しく思います。
ご協力してくださった皆さん、ありがとうございました。

今回の編集長、編集スタッフの皆さんお疲れさまでした。

………という訳でここはやっぱりみんなで,,カンパーイ,,と行きたいですね=

信野 比佐

とフ乙も示しばリノい伝幸恵か・すさみ訳しはしで士人与、γ了ぅ

三千と三晶の春吉品「)\、、い申年つま七二卒会報、いっまでも和、、

ていくように 糾し鴫で上玉く乱巧言塙と軽電してほい、と

常、いまか 申 広言

編集長さんかっか乱丁寺でした。また.正7レンジャーの

みなさんも獅協かありがとうざ章、手レた。創刊号が

できあが)もう感謝‾戚淘雨.朝生涙詐疾
可。宥ユ号御期待下丁。。よっち単二と克私酵

諾嵩了蒜詰霊鵠離島。
華甲印、、・1擁してく伴が弾擁坤訪!紳三和母上

巧、出-つ和子串函小串、、{甘与浪-二部窮千丁。 。

紡集哀:繰駕軸の田甲骨蓑㊨
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